イシュー：

  審判は、常にタイタンズびいきの判定をしているか？

メインメッセージ：

  Ｘ国では、どのような立場の国民であってもおおむねタイタンズ発展を暗に願っており、Ｘリーグおよび審判はその意向を無視できない。 またＸリーグの審判はどうしてもタイタンズに有利な判定をしがちな心理状態にあり、事実有利な判定をしているという実績もある。 よって、審判はタイタンズびいきの判定を実際に行っている。

  【Ｘ国におけるタイタンズの位置づけ】【国民全体におけるチームの支持傾向】

    ・すべてのマスメディア・国民・およびタイタンズ以外のチームでさえも、Ｘリーグの発展のためには

      タイタンズの人気を維持する必要があり、そのためにはタイタンズが突出した存在であることを期待しており、

      Ｘリーグの事務局・マスメディア・審判さえもその状況を無視することはできない。

      ←Ｘ国の国民はタイタンズびいきである人が大勢を占めている。

        ←Ｘリーグのファンは、タイタンズファンが支えている

          ←タイタンズファンが全体の50％を占める

          ←タイタンズの知名度が92%なのに対し、他のチームの知名度は69%である

          ←タイタンズ戦は観客が満員なのに対し他チームは4割程度しか埋まらない

        ←ＸリーグはＸ国の国民に非常に注目されている

          ←Ｘ国は一次産業と二次産業が中心であった

          ←Ｘ国はサービス産業の中でも特に娯楽産業が盛んである

          ←Ｘ国は娯楽産業が盛んであり、その一環としてＸリーグが大変盛んである

      ←すべてのメディアはタイタンズを報道の主軸として捕らえているため、タイタンズが好調でないとメディア消費が

　　　　落ちてしまう可能性が高い。どのメディアもタイタンズを中心とした報道を行っておりタイタンズが優勢でないと困ってしまう。

        ←テレビはほとんとダイタンズばかり放映している

        ←Ｙ社は、タイタンズを視聴率アップなどのために積極的に露出している

        ←Ｙ社以外のメディアもタイタンズを中心とした報道を行っている

             ←Ｙ社以外の局もタイタンズ戦しか映さない状況である

             ←かつてタイタンズ以外のチームを押したメディア企業の試みは失敗している

             ←メディアはタイタンズとアンチタイタンズに分かれた

        ←タイタンズ戦の調子の良いシーズンは、Ｘリーグの人気も各メディアの人気もも好調であるが、

           優勝争いに絡まないとＸリーグのファンの一部は眉をひそめる

      ←タイタンズ以外のチームのスポンサーは、タイタンズを中心としてＸリーグが発展することを望んでいる。

        ←タイタンズ以外のチームのスポンサーも大企業だが、クリーンイメージ広告としてしか使用していない

        ←Ｘ国は地元意識に乏しいので、地元ファン意識に支えられたファン層の拡大は実現できない

        ←タイタンズ以外のチームは資金が豊富ではない

  【Ｘリーグにおける審判がおかれた立場状況】

    ・Ｘリーグの審判はタイタンズに有利な判定を行う理由があり、事実行っている審判がいても全く不自然ではない。

       ←Ｘリーグの審判は、タイタンズに有利な判定をするための同期付けがある。

         ←Ｘリーグの審判はタイタンズに不利な判定をしづらい環境にある

           ←Ｘリーグ事務局はＹ社を贔屓する意識がある。

              ←Ｘリーグ事務局はＹ社の意向が強く働く組織である

              ←審判団はリーグ事務局の直接の支配下にある

               ←リーグ会長が「タイタンズが勝たないとＸリーグの発展はない」と発言した

           ←タイタンズに不利な判定をしたＪ氏は２軍に降格した

         ←そもそも審判がタイタンズ寄りの考え方をしている可能性が高い。

            ←審判の評価基準は公表されていない

            ←Ｘリーグの審判の６割はタイタンズファンである

            ←Ｘリーグの審判の８割はＸシティの住人である

         ←Ｘリーグの審判はタイタンズに数多いスター選手に甘い判定をするかもしれない

            ←タイタンズのレギュラーメンバーは全体的にベテラン選手が多いはずである

               ←タイタンズに有利でありスター選手はタイタンズに奪われてしまった

                 ←３年以上レギュラーの選手はフリーエージェント可能である

                 ←チームごとの給与格差が激しい

                 ←アマチュア獲得はドラフト制である。

            ←審判は一般的に、若手よりベテラン有名選手に甘い判定をする

      ←審判は自分が認識したことと意図的に異なる判定をする可能性がある。

          ←Ｙ社系雑誌で、Ｐ氏は、審判は自分が認識したことと意図的に違う判定を言うことは難しいと発言した

          ←Ｐ氏は、現役時代フェアな判定をしたことで有名である

          ←スポーツマンとしてフェアな人であっても、必ずしも公正な発言をするとは限らない

  【審判が実際に行っている判定の妥当性】

    審判は実際にタイタンズびいきの判定を行った実績があり、またＹ社はその事実を隠蔽しようとしている。

      ←ホームグラウンドであるスパローズ戦であっても、非常に重要な局面において

        Ｘリーグの審判がタイタンズに有利な誤審を行ったという事実がある。

        ←事件が起きた日の球場はスパローズに有利であった

          ←事件がおきたのはスパローズ地元のＪ球場である

          ←審判は一般的に、アウェイよりホームチームに甘い判定をする

        ←事件がおきた日の最後の判定は、実際にスローモーションで見たらセーフであった

      ←Ｙ社はＸリーグの審判の判定は構成であると反論を行っているが

        これはＹ社は実際にＹ社びいきの判定が行われていることを把握しており、その事実を隠蔽するための発言である。

        ←Ｙ社は審判の判定は構成であるとあえて反論を行っているが、その主張を行っているのはＹ社である。

          情報源などについて幾らでも操作可能であるため、Ｙ社は実際にＹ社びいきの判定が行われていることを

          把握しており、その事実を隠蔽するためにあえて反論を行ったと考えるべきである。

            ←Ａ～Ｄ氏はタイタンズびいきであるとの評判が立っている

            ←Ｙ社の調査によれば、匿名にするからと公言しても意図的に判定を覆した審判は現れていない

            ←Ｙ社系雑誌では、Ａ～Ｄ氏とその他の審判でタイタンズの勝率にほとんど差がないと反論した

            ←一般に、ゴシップねたを扱う週刊誌の情報の正しさは当てにならない

            ←人はやましいことに対してあえて反論を行言いつくろうものである

【結論】

結論から言うと、私は以下の理由から審判はタイタンズびいきの判定を実際に行わざるを得ない状況に追い込まれいることから、

実際にタイタンズびいきの判定をしていると考えます。

■Ｘ国の国民・マスメディア・およびタイタンズ以外のチームでさえも、Ｘリーグの発展のためには

  タイタンズの人気を維持する必要があり、そのためにはタイタンズが突出した存在であることを期待しています。

  よって、Ｘリーグの事務局・マスメディア・審判さえもその状況を無視することはできないと思います。

    まずＸ国の国民は、タイタンズびいきである人が大勢を占めていると思います。

  タイタンズファンが全体の50%であること・他のチームの知名度が63%であるのに対しタイタンズの知名度は93%であること・ タイタンズ戦は観客動員率が常に満員であるのに対して他チームは4割程度しか埋まらないことなどから明らかです。 また近年Ｘ国では娯楽産業が盛んですがその中でもＸリーグは非常に注目をされていることを考えると、国民はタイタンズを皆意識していることは明らかです。

    またタイタンズのスポンサーであるＹ社に限らずすべてのマスメディアは、タイタンズを中心とした報道を行っており、どのメディアの立場としても、現状はタイタンズが発展することが重要であると考えます。Ｙ社は視聴率アップのために当然のことながらタイタンズを積極的に露出していますが、Ｙ社以外のメディアもアンチタイタンズに周った報道を行ったり、タイタンズ以外のチームを祭り上げてもうまくいかなかった実績があることからタイタンズを中心とした報道を行っています。また新聞などではアンチタイタンズの立場を取ることで、タイタンズファンを取り込む動きをみせています。

    またタイタンズ以外のチームのスポンサーはタイタンズ人気に便乗して、自社の宣伝効果を得たいと考えています。彼らはクリーンイメージ広告としてしかチームを利用しておらず、積極的に費用を費やしてまで強化しようとは考えていません。実際、彼らはタイタンズと比べてチーム運営にもあまり費用を投資しておりません。またまた元々Ｘ国は地元意識が乏しいこともあり、地元ファン取り込みにくい土壌であることも影響していると思います。

■Ｘリーグの審判はタイタンズに有利な判定を行う理由があり、事実行っている審判がいても全く不自然ではないと思います。

    まずＸリーグの審判は、タイタンズに有利な判定をするための同期付けがあると思います。 Ｘリーグの事務局はタイタンズのスポンサーであるＹ社の意向が強く働く組織であり、審判団は事務局の支配下にあります。よって事務局は当然ながらタイタンズびいきの意識があります。事実、リーグ会長が「タイタンズが勝たないとＸリーグの発展はない」 と発言したことからもこのことは伺えるでしょう。またタイタンズに不利な判定をしたＪ氏が二軍に降格された事実から考えると、Ｘリーグの審判はタイタンズに不利な判定をしづらい環境にあるといえます。

    また、Ｘリーグの審判の６割がタイタンズファン・８割がＸシティの住人であり、かつ審判の評価基準は特に公表されていないことから、 Ｘリーグの審判はもともとタイタンズびいきの思想を持った人が集まっている可能性があります。更に、フリーエージェント制によりベテラン選手が数多くタイタンズに流れ込んでいます。一般的に、審判は若手よりベテラン有名選手に甘い判定をすることから考えると、Ｘリーグの審判はタイタンズに数多いスター選手に甘い判定をする可能性があります。

    Ｙ社系の雑誌によれば、Ｐ氏は審判は自分が認識したことと意図的に違う判定を言うことは難しいと言っていました。

  たしかにＰ氏は審判として現役時代フェアな判定を行っていましたが、審判としてフェアであったとしても、メディアで常に公正な発言 をするとは限らず、何らかのＹ社の意向が働いていることは否定できません。少なくとも審判は自分が認識したことと意図的に異なる判定 をする可能性があると考えてもよいでしょう。

■審判は実際にタイタンズびいきの判定を行った実績があり、またＹ社はその事実を隠蔽しようとしていると思います。

     先日スパローズ戦で、Ａ氏はタイタンズに有利な誤審を実際に行いました。 この日はスパローズのホームグラウンド戦です。一般的に審判はアウェイよりホームチームに甘い判定をする傾向にありますが、この日の最後のクロスプレイの判定では実際にはセーフであったにもかかわらずアウトであると判定しています。実際にこのような誤審をしたという事実は認めなければなりません。

     また、審判の判定は構成であるとあえて反論を行っていますが、これはＹ社は実際にＹ社びいきの判定が行われていることを把握しており、その事実を隠蔽するための発言ではないでしょうか。Ｙ社は疑惑の４氏についてタイタンズびいきの判定を行っていること・およびその他の審判についてもタイタンズの勝率にほとんど差がないことを自社の週刊誌で主張しました。しかしその情報の正当性はきちんと明示されたものではなく疑わしいものがあります。Ｙ社はあえて自社週刊誌で反論をしていますが、一般に人は自分に非があることに対してあえて反論を行い打ち消そうとするものです。Ｙ社の週刊誌による論拠の乏しい反論は、逆に疑惑の４氏に何らかの問題があることを示唆するものだと考えられるのではないでしょうか。

